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	 展（2008）の研究によれば、1980 年代から 1990 年年代に四川省を発祥の地として自発的に農家
楽が生まれ始め、やがて全国に広がり、2000 年代には行政府の政策として積極的に推し進められる
ようになったという。2005 年末で、全省での農家楽は総計約 1.7 万戸に達し、約 24 万人の雇用を創
出し、約 8000 万人の観光客を受け入れ、観光による収支額は約 25 億元に達したとの事である。こ
のうち成都市の農家楽は約 5000 戸以上で、年間 2000 万人以上の観光客を受け入れたという。2008





年から 2015年にかけて中国のGDP は 6.9%から 14.2%の範囲内で順調に増大し高成長を遂げている
が、さらに観光収入については、マイナスに落ち込んだ年もあるものの最大 53.5%と成長率がめざま
しく、2015 年には約 3.4 兆元（GDP は約 68 兆元）、2016 年には約 3.9 兆元に達するという。2015
年の国内観光者数も約 41 億人と、観光が国内の消費活動としても大きな要素になっていることがわ
かる。こうした背景の中で、農村振興策としての観光がクルーズアップされているのは理解しやすい。 
	 また桂（2010）によれば、五金花農園に関して、2004 年から 2008 年にかけて、四川省行政府は
約 1.8 億元（約 27 億円）を投資して、インフラ整備を行い、また農民への資金援助も積極的に行っ
たという。2004 年から誘致した大企業（花卉産業など）も約 2 億元の投資をおこなっているという。
そして、五金花農園開発資金は、省政府 30％、民間企業 64％、村の共有資金 2％、その他資金 4％と
いう比率であるといい、その使い道は、基盤整備 40％、社会保険 18％、民居改造補助金 22％、農業












































	 	 	 	 	 ９日：午前：竹里道明村視察、午後：幸福公社視察 
	 	 	 	 １０日：三聖花郷（五金花）村視察 
	 	 	 	 	 	 	 	 夜、西南交通大学にて平野が地域問題について英語で講演 
	 	 	 	 １１日：成都の観光施策調査のため、パンダ基地・三星博物館視察 
	 	 	 	 	 	 	 	 西南交通大学教授陣との懇親会（平野のみ） 
	 	 	 	 １２日：明月村視察 
	 	 	 	 	 	 	 	 夕方：日中の学生が地域問題について英語で発表と議論、 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 続けて交流会（和紙灯篭ワークショップ） 
	 	 	 	 １３日：中国文化理解のため、杜甫記念館・武侯祠博物館視察 
	 	 	 	 	 	 	 	 夜、送別会 



















































えていったようである。現在は、1 日に 500 人もの観光客が来るようになったという。 














図 1. 竹里道明村風景 
 
 
図 2. 竹里道明村の竹工芸 
 
(2-2)デザイン力を重視する幸福公社 
































人口 13000 人、2008 年までの 5 年間に、農民の平均所得は、約 4000 元（7 万円）からその３倍に増
えている。  























客が少なく、店舗に集中する場合より年収は悪い。村の全店舗数約 310 のうち、花関係の店は 100 ほ
どだという。 





















































在も 30 人ほどの若者が外部で勉強したのちに村に戻って働いているという。このうち 20 人は村で
起業したという。また芸術家になった人もいるという。現在、村の人口は、約 2300 であり、現在増

























図 8．左：豊かな農園	 	 右：陶芸体験教室 
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